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●アウトライン 

１．ただ神の恵みによる救い 

・「神の恵み」⇔「人間の力、人間の行い」 

・私たち人間の内にある根強い功績主義、律法主義、因果応報の考え方 

・神の恵みによる救いとは、「神の恵みが 100％、私たちの力は 0％」ということ。 

・神の恵みにのみ依り頼むことができない私たち 

・「恵みにより、信仰によって救われました。」（8節） 

２．恵みによる信仰 

 ・神の恵みの賜物としての信仰 

 ・私たち自身から出る「信じる」という思いの弱さ 

 ・信仰は聖霊によって与えられる。 

３．恵みによる善い業 

 ・「善い業（行い）」はどういう位置づけにあるのか。 

 ・何かの見返りを求める善い行いとは、果たして「善い」と言えるのか。 

 ・「神が前もって準備してくださった善い業のために」（10節） 

 

●聖書箇所 

【フィリピの信徒への手紙 1章 29節、新約 362ページ】 

「つまり、あなたがたには、キリストを信じることだけでなく、キリストのために苦しむこ

とも、恵みとして与えられているのです。」 

 

【コリントの信徒への手紙一 12章 3節、新約 315ページ】 

「ここであなたがたに言っておきたい。神の霊によって語る人は、だれも『イエスは神から

見捨てられよ』とは言わないし、また、聖霊によらなければ、だれも『イエスは主である』

とは言えないのです。」 

 


